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Webサイト表示数
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 デジタルスタンプラリー開始日が約5,900PVで最も反応があった。

直近は１日あたり1,000PV前後で推移。

■ 仙台MaaSポータルサイト（2021年10月26日から運用開始）

https://sendai-maas.jp

■ 仙台MaaSアプリケーション（2021年10月30日からチケット販売開始）

https://cs.sendai-maas.jp
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■ポータル・アプリケーションへのアクセス状況（R4.4.1～R5.3.31）プレビュー数/日

日付

集計期間：R4.4.1～R5.3.31
約270,000PV
約53,000ユーザー

デジタルスタンプラリー記者発表

デジタルスタンプラリー開始

↓ポータルサイト↓

https://sendai-maas.jp/
https://cs.sendai-maas.jp/
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チケットの販売実績
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 令和4年度の販売枚数は3,525枚（9.7枚/日） ※1,956ユーザー

 令和３年度の販売枚数（3.9枚/日）から大きく増加

■ 日別チケット販売状況（R4.4.1～R5.3.31）

地下鉄一日乗車券デジタル版
（9/30～10/2）

9/10～11/23 アキウルミナ前売入場券
※10/8～ デジタルスタンプラリー実施

2/1～2/28 仙台アンパンマンこどもミュージアム
こどもチケット半額キャンペーン

販売枚数/日

日付



20歳未満 2%

20代

25%

30代

29%

40代

21%

50代

16%

60歳以上 6%

年代別購入回数の割合

ユーザーの属性
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 令和4年度ユーザーの購入回数合計は2,533回

 居住地別に見ると約67%が県外居住者

 年代別に見ると20～40代の合計で約75％を占める

仙台市内

29%

県内市外 4%

宮城県外

67%

居住地別購入回数の割合

観光客の利用が多い傾向 比較的若い世代の利用が多い傾向

※ 図中の割合は小数第１位以下を四捨五入
しているため、総計が必ずしも100になりません



購入者の利用場所
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 購入時のGPS情報（取得率は全体の6割程度）から利用した地点を調査。

▲ 購入場所（全国） ▲ 購入場所（仙台市近郊）

購入多 購入少

仙台市近郊や都市圏のほか、
東北新幹線の沿線等も購入が多い傾向

住宅地のほか、仙台駅近辺や仙台空港アクセ
ス線等の沿線、秋保地区も購入が多い傾向

【凡例】
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市政モニターアンケート
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 市政モニターによるアンケートを実施（対象199名、回収数184）

 仙台MaaSを「知っている」と回答した人は39名

Q. 「知っている」と回答した方に伺います。あなたが「仙台ＭａａＳ」を知ったきっかけはどれですか。

（複数回答可）

知っている

21％

知らない

79％

Q. あなたは、「仙台ＭａａＳ」を知っていますか。

市民の認知度に課題

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族・友人

その他

TV

その他の場所のチラシ・ポスター

SNS（Twitterなど）

新聞

バス停・バス車内のチラシ・ポスター

仙台市ホームページ

駅構内・地下鉄車内のチラシ・ポスター



使ってみたい

60%

そうは思わない

40%

市政モニターアンケート
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 仙台MaaSでチケットを購入したことが無い人のうち、約60％の人が

仙台MaaSを「使ってみたい」と回答

「使ってみたい」と思っていても
利用に至らない層が一定数存在

Q. 「そうは思わない」と回答した方に伺います。どんなサービスであれば、使ってみたいと思いますか。

（複数回答可）

Q. スマートフォンなどで仙台市内の公共交通機関や施設入館券等の

検索・購入ができる「仙台ＭａａＳ」を使ってみたいと思いますか。

※ 質問の対象は仙台MaaSでチケットを購入したことが無い人

0% 20% 40% 60% 80%

シェアサイクルも利用できる

その他

交通チケットの種類が豊富

同一サービス内で経路検索ができる

施設の入場チケットの種類が豊富

コース・スポット情報が豊富

電子マネー・バーコード決済が利用できる

交通機関の運行情報がわかる

イベントなどのお出かけ情報が豊富

「仙台ＭａａＳ」にしかないチケットがある

飲食チケットの種類が豊富

バス乗り場や時刻表の情報がまとまっている

もっと簡単にチケットを購入できる

通常購入よりお得になる



1. 実績報告

2. 市政モニターアンケート結果

3. その他の取組

Ⅰ．令和４年度事業の報告



とてもそう思う

26%

そう思う

45%

どちらとも

いえない

24%

あまりそう思わない・そう思わない 5%

Q. これから仙台MaaSを利用してみたいと思いますか

３ その他の取組（普及啓発）
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約3ヶ月で1,360名が参加。相対的に利用の少ない

傾向にある仙台市民へのプロモーションにも一定の効果

仙台市内

60%

県内市外

15%

宮城県外

25%

Q. 居住区を教えてください

知っていた

23%

知らなかった

77%

Q. スタンプラリー参加前から

仙台MaaSのことをご存じでしたか

【応募者アンケートより抜粋】

©2022 Pokémon. ©1995-2022 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。



３ その他の取組（広報）
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 リリース後の機能強化等にあわせ、３月にリーフレットをリニューアル。

 現在、各所に配架依頼を行っており、順次新しいリーフレットに切り替えを予定。
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仙台MaaSのコンセプト

「行きたい」気持ちを「行ける」に変え、まちのにぎわいをつくるためのツール

仙台MaaSのコンセプト

市民のおでかけ・観光客や出張客・近隣市町村から仙台へ遊びに来る人

仙台MaaSのターゲット

スマートフォン等で移動の目的となるスポットやイベントの情報が参照でき、
そこまでの移動手段やルートの検索・予約・決済がシームレスに利用できる

仙台MaaSが目指す姿
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仙台MaaSの４つの目標

•交通事業者間のみにとどまらず、仙台MaaSをきっかけ
にした交通×多分野連携を促進し、相乗効果を生み出
す。

•通勤・通学などの日常利用以外の場面での公共交通の
利用者増を目指す。

•多様な交通モードの情報をシームレスに提供する
ことで、自家用車以外の移動を選択肢にしてもらう。

１ 公共交通利用シーンの拡大

３ 「まちの回遊性向上」の実現によるにぎわい創出

４ 交通×多分野連携の促進

•仙台駅前や特定の観光地に集中している人たちにデジ
タルマップを通じて「目的地+１」の移動を促し、まちの
にぎわい創出を目指す。
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２ 仙台MaaSによる移動の利便性向上

•仙台MaaSを利用することで「移動の利便性が向上
した」と感じる人を増やす。

■ KPI 仙台MaaSにおけるチケット販売件数

（参考値）R4.4月～10月：8.9件/日→3,248件（年間換算）

• 2023年度末： 3,650件（10件/日）
• 2024年度末： 7,300件（20件/日）
• 2025年度末：10,950件（30件/日）

■ KPI デジタルマップの閲覧回数（回/月）

• 2023年度末：30,000
• 2024年度末：40,000
• 2025年度末：50,000

■ KPI 交通と他分野が連携した商品の件数

• 2023年度末：1件
• 2024年度末：3件
• 2025年度末：5件

※商品ごとに販売件数の目標を設定する

■ KPI 仙台MaaSの満足度（利用者アンケートより測定）

（参考値）R3年度：満足した 60%

• 2023年度末： 65%
• 2024年度末： 70%
• 2025年度末： 80%

※デジ田交付金のKPI

※デジ田交付金のKPI

※デジ田交付金のKPI



R5年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運営委員会

システム

デジタル
マップ

普及促進

必要に応じてWGを開催（2回程度）

システムのあり方について
公共交通WGのメンバーと意見交換

普及促進イベントの実施

適宜情報を追加

SNS活用・ポスター掲出・リーフレット配布等の広報

既存アプリの運用保守
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R6予算要求

掲載コンテンツの調整・情報収集

イベント検討・準備

R6予算要求

オプション機能開発
テスト

令和５年度のスケジュール

本格運用

●第6回運営委員会 ●第7回運営委員会

●試験的に公開 ●正式公開
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令和５年度予算

運営委員会 344千円

仙台MaaSアプリケーション運用保守 2,579千円

デジタルマップ構築等の機能向上 ※ 10,222千円

普及促進 1,000千円

計 14,145千円

※デジタル田園都市国家構想交付金を1/2充当
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デジタルマップの構築
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 デジタルマップのテスト運用を5月より開始。緑化フェアに関する情報を中心に掲載。

 秋頃の本格運用に向けて、マップ機能の拡充やスポットの充実を図る。

期待される効果

今後の拡充予定

ユーザーの負担軽減・利便性向上
まちの回遊性向上

仙台駅前BTのグラフィックマップ表示
外部HPからイベント・観光情報を自動取込
静的・動的GTFSとの連携
既存のアプリケーションとの連携
オープンデータとの連携

主な機能

観光スポットやイベント情報の発信
公共交通機関の路線図や時刻表の表示
各コンテンツの予約・決済サイトへのリンク
時限的なデジタルスタンプラリーの実施

↓デジタルマップ↓



運営委員会・ワーキンググループ（WG）
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 第７回運営委員会を１１月頃に開催予定。

 「デジタルマップを活用した取組」について、運営委員会メンバーの皆様からアイ

デアを募集（６月末まで）。

 いただいたアイデアを基に検討を行い、必要に応じて関係事業者によるWGを

７月～８月の間に開催（２回程度を想定）。

 WGの議論を踏まえ、秋以降に来年度予算要求。

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第６回
運営委員会
（5/25）

アイデア募集
（～6月末）

必要に応じてWG開催
（2回程度を想定）

令和６年度予算要求
第７回

運営委員会
（日時未定）



共通クーポン
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 ４月より、交通系チケットの購入者を対象とした 「共通クーポン」の運用を開始。

 ５月２５日現在、１０店舗がクーポンを掲載。

 今後も引き続き協力事業者の増加を図る。

▲ 共通クーポン画面イメージ



進行中の事例（緑化フェア周遊パス）
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 「未来の杜せんだい２０２３（第４０回全国都市緑化仙台フェア）」の開催を記念し、

各会場をお得に周れる一日乗車券を仙台ＭａａＳで限定販売（仙台市交通局）。

 利用期間は緑化フェア期間にあわせて４月２６日～６月１８日。

5月7日までに500枚を超える販売があり、公共交通機関の利用促進に貢献している。



進行中の事例（天文台特別番組チケット）
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 仙台市天文台は施設の大規模修繕に伴い、プラネタリウムの投映を休止中。

６月１９日にプラネタリウムのリニューアルオープンを予定。

 ４月２９日～６月１８日はプレオープン期間として、リニューアルの概要を紹介

する特別番組を投映。5月7日までの仙台MaaSにおけるチケット販売枚数は

1,000枚を超え、非常に多くの方にご利用いただいている。



その他の取組（普及啓発・広報）
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 秋頃を目途に普及啓発イベントを実施予定。内容検討中。

 ポスター等による広報のほか、交通フェスタへの参加等により一層の周知を図る。

昨年度の交通フェスタには

約3,200人の方が来場

昨年度のデジタルスタンプラリーには

1,360人の方が参加

（参考） （参考）

©2022 Pokémon. ©1995-2022 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。



Ⅲ． 規約改正の報告

 別表（第４条関係）に記載の構成員について、以下のとおり改正。

 「株式会社ドコモ」から「エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社」に変更。

 仙台市の「定禅寺通活性化室」が廃止となったため、削除。


